
                       

 

 

  

      

    

 

 

   

 

 

 

 

 

  

    

 

 

  

 

 

 

 

 

  

       

 

 

   

 

 

Organic Chemistry 物質反応論Ⅱ 

Ⅰ 新規不斉合成反応の開発と天然物全合成 

Development of Novel Asymmetric Syntheses 

and Total Synthesis of Natural Products

杉村高志・藤田守文・御前智則 
Sugimura, T., Fujita, M, Misaki, T.

分子内反応は非常に特徴的な反応性を示し、高い反応選択性が期待できる。この性質を利用して

通常の手法では困難な光学活性物質の不斉合成法を開発している。柔軟な不斉源を架橋に用い、分

子内反応すると様々な光学活性物質が高選択的に合成できる。このキラル架橋反応を鍵反応として、

生理活性天然物の全合成を行っている。 

Ⅱ 高選択的固体触媒反応の開発 

Development of Solid Catalysts for Highly Selective Reactions

杉村高志 
Sugimura, T.

固体触媒に有機化合物を修飾することによりその反応選択性を改善する研究を行っている。キラ

ル化合物で修飾した不斉固体触媒反応はこれまでに３種類の水素化反応が９５％以上の不斉収率を

達成しているが、その内の２つは我々のグループによるものである。固体触媒は実用性が高く、医

薬品原料などへの応用研究も展開中である。 

Ⅲ 超原子価ヨウ素を用いた反応の立体制御 

Stereochemical Control in the Reaction of Hypervalent Iodine

藤田守文・杉村高志 
Fujita, M., Sugimura, T.

金属を使用しない酸化反応系として、超原子価ヨウ素を用いる反応が注目を集めている。特に、

光学活性超原子価ヨウ素による不斉酸化反応の開発を行っている。反応途中に生成する電子欠損型
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の短寿命活性種の反応制御によって新規な反応を開発するとともに、生理活性天然物の不斉合成へ

の応用展開を行っている。 

Ⅳ 新規キラルグアニジン触媒を用いる不斉反応の開発 

Development of Asymmetric Reactions Utilizing
 
Novel Chiral Guanidine Catalysts


御前智則・杉村高志 
Misaki, T., Sugimura, T.

不斉有機触媒反応は、 2000年以降急速に開発が進められているが、キラルグアニジン触媒の開発

例及び、不斉反応への応用例は少ない。グアニジンは有機化合物の中でも非常に高い塩基性を示

し、様々な有機反応の触媒として高い潜在能力を有していると考えられるため、新規キラルグアニ

ジン触媒の開発を行い、他の有機触媒では困難な不斉反応の開発を目指している。
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